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『
大
阪
歯
科
保
険
医
新
聞
』
を

お
読
み
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

本
日
、
本
紙
コ
ラ
ム
欄
デ
ビ
ュ
ー

の
天
野
敦
雄
で
す
。
私
、
長
ら
く

ア
カ
デ
ミ
ア
一
筋
で
し
た
が
、
合

縁
奇
縁
、
こ
れ
か
ら
１
年
12
回
、

紙
面
を
お
借
り
し
て
個
人
の
想
い

を
つ
ぶ
や
か
せ
て
頂
き
ま
す
（
こ

れ
は
本
紙
事
務
局
の
懇
願
に
よ
る

も
の
な
の
で
誤
解
無
き
よ
う
）。

　

本
音
を
言
え
ば
、
他
人
様
の
前

で
私
見
を
披
瀝
す
る
な
ど
、
み
な

し
公
務
員
に
は
極
め
て
リ
ス
ク
の

高
い
所
業
。
で
き
れ
ば
断
る
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
、
学
究
の
徒
に

臆
病
気
弱
は
禁
物
。
本
紙
事
務
局

の
慧
眼
が
小
生
の
非
凡
を
見
出
し

た
こ
と
を
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
、

生
涯
ひ
た
隠
し
に
し
て
お
く
つ
も

り
で
あ
っ
た
文
才
を
臆
せ
ず
披
露

す
る
決
意
に
至
っ
た
（
善
男
善
女

よ
、
こ
の
記
事
を
ネ
タ
に
私
を
追

い
込
ま
な
い
よ
う
に
）。

　

さ
て
、
初
回
の
つ
ぶ
や
き
は

「
ど
こ
ま
で
ホ
ン
ト
？　

健
康
情

報
」。
と
ん
で
も
健
康
情
報
は
ど

こ
の
世
界
に
も
あ
る
が
、
歯
科
に

も
あ
る
。
塩
で
歯
ぐ
き
を
50
回
こ

す
る
（
塩
で
血
圧
上
が
り
そ

う
）、
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
歯
を
磨
く

（
乳
酸
菌
が
効
く
ら
し
い
）、
食

後
30
分
は
歯
を
磨
い
て
は
い
け
な

い
（
２
年
位
前
か
な
？
撤
回
さ
れ

た
の
は
）。
そ
れ
に
水
素
水
も
あ

っ
た
（
妹
の
家
で
水
素
水
生
成
機

を
見
つ
け
た
（
ToT
））。
他
に
も
た

く
さ
ん
あ
る
が
、
保
身
の
た
め
自

重
す
る
（
関
係
者
に
刺
さ
れ
る
）。

　

世
の
中
に
は
俺
が
（
私
が
）
知

ら
な
い
取
っ
て
お
き
の
薬
や
方
法

が
あ
る
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
方
が

多
い
か
ら
、
こ
の
手
が
流
行
る
。

と
ん
で
も
科
学
を
大
学
で
検
証
す

べ
き
と
言
う
声
も
あ
る
が
、
我
々

だ
っ
て
そ
ん
な
に
暇
じ
ゃ
無
い
。

楽
し
て
儲
か
る
方
法
が
無
い
の
と

同
じ
と
お
悟
り
頂
き
た
い
（
こ
れ

が
常
識
人
だ
）。

　

似
た
よ
う
な
話
だ
が
、
歯
科
医

療
関
係
者
か
ら
よ
く
あ
る
質
問
は

「
ど
の
製
品
が
よ
く
効
き
ま
す

か
？
」
だ
（
歯
磨
剤
、
マ
ウ
ス
ウ

ォ
ッ
シ
ュ
、
レ
ー
ザ
ー
、
光
殺

菌
、
エ
ア
フ
ロ
ー
パ
ウ
ダ
ー
等
）。

　

事
実
を
お
答
え
し
よ
う
、
心
を

無
に
し
て
聞
い
て
頂
き
た
い
（
頼

む
よ
〜
）。
答
え
は
「
ど
れ
も
し

れ
て
る
」（
ま
あ
ま
あ
効
く
も
の

も
た
ま
に
は
あ
る
だ
ろ
う
が
）。

口
の
病
気
は
そ
ん
な
に
単
純
じ
ゃ

な
い
（
病
因
論
を
よ
く
考
え
て
頂

き
た
い
）。
塗
れ
ば
治
る
、
飲
め

ば
治
る
、
こ
の
機
械
で
治
る
、
な

ん
て
楽
な
話
は
歯
科
医
療
に
は
無

い
の
だ
。

咀 ①嚼玩味

天 野 敦 雄

大阪大学歯学研究科長・
歯学部長　予防歯科学・
教授　　　　　　　　　

【
衆
院
】〈
自
民
〉
大
隈
和

英
、宗
清
皇
一
、
岡
下
昌
平
、

谷
川
と
む
、
佐
藤
ゆ
か
り
、

神
谷
昇
、
と
か
し
き
な
お

み
、
北
川
知
克
、
中
山
泰

秀
、
大
塚
高
司
、
左
藤
章
、

長
尾
敬
、
原
田
憲
治
、
竹
本

直
一
〈
公
明
〉
鰐
淵
洋
子
、

北
側
一
雄
、
伊
佐
進
一
、
浮

島
智
子
〈
立
民
〉
長
尾
秀

樹
、
辻
元
清
美
、
尾
辻
か
な

子
、
村
上
史
好
、
森
山
浩
行

〈
維
新
〉
井
上
英
孝
、
浦
野

靖
人
、
遠
藤
敬
、
馬
場
伸

幸
、
足
立
康
史
、
谷
畑
孝
、

丸
山
穂
高
〈
希
望
〉
樽
床
伸

二
〈
国
民
民
主
〉
平
野
博
文

〈
共
産
〉
宮
本
岳
志

【
参
院
】〈
自
民
〉
松
川
る

い
、
太
田
房
江
、
柳
本
卓
治

〈
公
明
〉
山
本
香
苗
〈
共

産
〉
大
門
実
紀
史
、
辰
巳
孝

太
郎
、
山
下
芳
生

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
か
ど

う
か
は
、
み
な
さ
ん
の
少
し

の
気
配
り
や
対
応
が
要
で

す
。
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら

う
接
客
を
心
が
け
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

　

助
手
編
で
は
、
西
川
眞
二

氏
（
臨
床
学
術
部
員
）
が
受

付
事
務
の
基
礎
知
識
と
歯
科

診
療
の
流
れ
を
解
説
し
た
。

「
全
体
の
流
れ
を
つ
か
む
こ

と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

衛
生
士
編
で
は
、
ベ
テ
ラ

ン
衛
生
士
が
口
腔
ケ
ア
の
基

礎
や
症
例
別
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

法
を
解
説
。
ブ
ラ
シ
や
フ
ロ

ス
で
相
互
実
習
し
た
。

由
記
述
で
寄
せ
ら
れ
た
事
例

の
中
に
は
、
非
常
に
重
い
内

容
の
も
の
が
あ
る
」
と
話
し

た
。

　

マ
ス
コ
ミ
か
ら
は
、
未
受

診
の
多
い
眼
科
・
歯
科
を
中

心
に
調
査
法
や
受
診
勧
奨
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
質
問

や
、「
調
査
に
識
者
を
入
れ

て
は
」
な
ど
の
積
極
的
な
提

案
も
出
さ
れ
、
活
発
に
交
流

し
た
。

　

調
査
結
果
と
共
に
マ
ス
コ

ミ
懇
談
会
の
様
子
が
、
当
日

の
『
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
』（
Ｍ
Ｂ

Ｓ
）
で
放
送
さ
れ
た
。

　

井
上
、
矢
部
両
氏
が

学
校
健
診
後
治
療
調
査

の
結
果
概
要
を
報
告
し

た
。

　

懇
談
で
は
、
安
田
氏

は
学
校
医
の
立
場
か
ら

「
健
診
後
の
受
診
率
が

眼
科
で
約
４
割
程
度
だ

っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
低
い

事
を
知
ら
な
か
っ
た
。

恐
ら
く
多
く
の
校
医

が
、
こ
の
調
査
で
初
め

て
低
受
診
率
の
実
態
を

知
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
黒
川
氏
は
「
自

　

協
会
は
、
第
54
回
通
常
評

議
員
会
を
５
月
19
日
に
開

き
、
出
席
評
議
員
の
賛
成
多

数
で
次
の
通
り
決
議
し
た
。

全
文
を
紹
介
す
る
。

　

安
倍
政
権
は
社
会
保
障
費

削
減
と
軍
事
大
国
化
を
推
し

進
め
て
い
る
。
第
２
次
安
倍

政
権
だ
け
で
も
社
会
保
障
費

の
削
減
総
額
は
１
兆
４
６
０

０
億
円
、
２
０
１
８
年
度
予

算
で
も
概
算
で
６
３
０
０
億

円
と
見
込
ま
れ
た
社
会
保
障

費
の
自
然
増
を
、医
療
・
介
護

報
酬
を
抑
え
込
む
こ
と
で
１

３
０
０
億
円
も
圧
縮
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
、
今
後
も
後

隠
ぺ
い
が
明
ら
か
に
な
る
な

ど
、
文
民
統
制
が
揺
ら
い
で

い
る
。
森
友
学
園
へ
の
国
有

地
の
格
安
払
い
下
げ
や
財
務

省
の
公
文
書
改
ざ
ん
、
加
計

学
園
の
獣
医
学
部
開
設
に
係

る
首
相
官
邸
の
関
与
な
ど
、

期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
を
２

割
へ
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る

だ
け
で
な
く
、
国
保
や
介
護

の
保
険
料
の
引
き
上
げ
、
地

域
別
に
診
療
報
酬
単
価
の
引

き
下
げ
を
検
討
す
る
な
ど
、

際
限
な
い
社
会
保
障
費
削
減

予
定
す
る
生
活
保
護
の
「
生

活
扶
助
基
準
」
の
引
き
下
げ

は
、
保
険
料
、
最
低
賃
金
な

ど
に
も
連
動
す
る
こ
と
と
な

り
、
広
範
な
国
民
に
影
響
を

及
ぼ
す
重
大
問
題
で
あ
る
。

　

安
倍
政
権
は
２
０
１
９
年

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
10
％

へ
の
引
き
上
げ
を
強
行
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
消
費
税
は

庶
民
の
暮
ら
し
を
直
撃
す
る

最
悪
の
税
制
で
あ
り
、
受
診

抑
制
や
歯
科
医
療
機
関
の

「
損
税
」
が
深
刻
化
す
る
な

ど
、
医
院
経
営
を
さ
ら
に
厳

し
く
す
る
。
大
企
業
減
税
や

富
裕
層
に
対
す
る
優
遇
税
制

や
、
大
型
公
共
事
業
な
ど
を

削
減
す
れ
ば
、
社
会
保
障
財

源
を
生
み
出
み
だ
せ
る
。
誰

の
た
め
の
政
治
な
の
か
、
そ

の
政
治
姿
勢
が
厳
し
く
問
わ

れ
て
い
る
。

　

社
会
保
障
費
削
減
を
進
め

る
一
方
で
軍
事
費
は
６
年
連

続
で
増
え
、
過
去
最
大
の
５

兆
１
９
１
１
億
円
と
な
っ

た
。
安
倍
首
相
は
、
憲
法
９

条
に
自
衛
隊
を
書
き
込
む
な

ど
の
改
憲
案
を
今
年
中
に
国

会
で
発
議
し
、
国
民
投
票
に

持
ち
込
む
こ
と
を
狙
っ
て
い

る
。
自
衛
隊
を
め
ぐ
っ
て
は

イ
ラ
ク
・
ス
ー
ダ
ン
へ
の
海

外
派
兵
に
つ
い
て
の「
日
報
」

治
を
任
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

大
阪
で
は
安
倍
政
権
の
補

完
勢
力
と
し
て
悪
政
を
推
進

す
る
維
新
政
治
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
、
福
祉
・
暮
ら
し
優
先

の
大
阪
府
政
・
市
政
を
実
現

民
主
主
義
を

踏
み
に
じ
る

安
倍
政
権
に

こ
れ
以
上
政

路
線
を
突
き

進
ん
で
い

る
。加
え
て
、

18
年
10
月
に

　

臨
床
学
術
部
は
５
月
13

日
、
医
療
従
事
者
と
し
て
必

要
な
接
遇
マ
ナ
ー
や
専
門
知

識
の
習
得
を
め
ざ
し
、
新
人

ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座
を
開

催
。歯
科
衛
生
士
、歯
科
助
手

ら
１
１
３
人
が
参
加
し
た
。

　

接
遇
マ
ナ
ー
で
講
師
を
務

め
た
水
原
道
子
氏
（
大
手
前

短
期
大
学
教
授
）
は
、
医
療

現
場
で
の
接
遇
マ
ナ
ー
の
基

礎
か
ら
歯
科
に
特
徴
的
な
ト

ラ
ブ
ル
ケ
ー
ス
の
対
応
を
紹

介
し
た
。「
も
う
一
度
来
た

Ａ　

消
費
税
で
社
会
保
障
は

改
善
し
な
い
。

　

消
費
税
を
導
入
し
た
１
９

８
９
年
当
時
、
政
府
は
「
福

祉
の
た
め
」「
少
子
高
齢
化

の
た
め
」
と
盛
ん
に
宣
伝
し

た
。
消
費
税
を
８
％
に
引
き

上
げ
る
時
も
、
増
収
分
は

「
社
会
保
障
の
充
実
」
に
充

て
る
と
公
約
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
い
ざ
フ
タ
を
開

け
て
み
る
と
医
療
も
介
護
も

年
金
も
悪
化
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
。
社
会
保
障
は
常

に
後
回
し
に
さ
れ
、
大
資
産

家
や
大
企
業
向
け
の
景
気
対

策
や
減
税
策
、
公
共
事
業
に

財
源
が
使
わ
れ
て
き
た
か
ら

だ
。

　

社
会
保
障
支
出
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
を
み
る
と
、
過
去
５
年
間

（
11
〜
15
年
）
で
最
低
を
記

録
す
る
ほ
ど
落
ち
込
ん
で
い

る
。
経
済
規
模
や
高
齢
化
に

見
合
っ
た
支
出
に
な
っ
て
い

な
い
の
が
実
態
だ
。
社
会
保

障
費
を
徹
底
的
に
抑
制
す
る

政
治
の
下
で
は
、
い
く
ら
増

税
し
て
も
充
実
に
は
つ
な
が

ら
な
い
。

Ｑ 社会保障の充実には　
消費増税が必要では？

日本の社会保障支出の対GDP比の推移

教えて！

財
源
問
題

財
源
問
題

社
会
保
障

社
会
保
障

（年）出典：国立社会保障・人口問題研究所「社会保障費用統計」
（2015年度版）から作成

（単位：％）
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診
療
全
体
の
流
れ
つ
か
め
た

決
意
新
た
に
憲
法
９
条
・
25
条
を

活
か
す
道
へ
踏
み
出
そ
う　
　
　

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

未
受
診
多
い
眼
科
・
歯
科
に
注
目

学
校
健
診
調
査
で
マ
ス
コ
ミ
と
懇
談

５
・
24
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

マ
ス
コ
ミ
懇
談
会
の
様
子　

＝
５
月
24
日
、
保
険
医
会
館

　

協
会
は
、
学
校
健
診
後
治
療
調
査
（
17
年
11
月
〜
18
年
１
月
実
施
）
の
結
果
に
つ
い

て
、
マ
ス
コ
ミ
懇
談
会
を
５
月
24
日
、
医
科
協
会
と
共
催
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
Ｍ
Ｂ

Ｓ
、
テ
レ
ビ
大
阪
、
読
売
新
聞
、
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
共
同
通
信
、
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
な
ど
の
７
社
が
、
歯
科
か
ら
矢
部
あ
づ
さ
理
事
、
医
科
か
ら
高
本
英
司
理
事
長
、
井

上
賢
二
副
理
事
長
・
安
田
雅
章
理
事
、
黒
川
渡
政
策
調
査
部
長
が
出
席
し
た
。

さ
せ
る
た
め
に
も
、
都
構
想

を
断
念
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

私
た
ち
は
今
、
大
き
な
岐

路
に
立
っ
て
い
る
。
憲
法
９

条
と
25
条
を
活
か
し
、
社
会

保
障
の
充
実
と
恒
久
平
和
へ

の
道
へ
、
決
意
を
新
た
に
踏

み
出
そ
う
。
私
た
ち
は
、
平

和
な
日
本
の
も
と
で
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も

が
安
心
し
て
「
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
」
を
享
受
で
き
る

社
会
へ
力
を
合
わ
せ
よ
う
。

　

２
０
１
８
年
５
月
19
日

　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

　

第
54
回
通
常
評
議
員
会


